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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究は，土質工学と構造地質学にまたがる境界領域における研究である。従来，海岸線沿いにところど
ころに急崖が発達することが知られているが，それについてはさまざまな研究があったが，総合的な検討は
少なかった。ジョップ氏は，房総半島中央部の太平洋側の新第三系に広く発達するほぼ垂直な海食崖の地質
学的，地形学的，鉱物学的，地質工学的研究を行い，急崖の形成個所の諸特徴，特に岩石の物理特性の特徴
などに関して定量的検討を行った。また，特に岩石の風化による強度変化の実験的測定を行った。さらに，
現実的な条件下での各種パラメータの違いによる急崖の安定性に関する数値シミュレーションを有限要素法
を用いて行った。その結果，岩石種類が砂岩であること，既存の急傾斜の断層・断裂などの発達があること，
岩相や粘土鉱物の量比により風化による強度の激減が見られること，垂直な崖の成因には，ノッチの発達が
最も重要であること，それはノッチの奥行き，幅，高さのうち，高さが最も効いていること，などを明らか
にした。本研究は，関連するすべての現象間の関連について，単なる定性的な予測ではなく定量的に議論す
ることによって，従来の議論を大きく進展させたものであり，その功績は大きく，博士（理学）の研究に値
すると考えられる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
